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西・本町農事組合　三上　善寛さんをご紹介致し
ます。
三上さんは、高校を卒業後一般企業へ就職されま
した。その後ＪＡのスタンド勤務を経て、平成21年に
高橋　正孝さんと共同で乾燥場を建て就農されまし
た。
現在は水稲、小麦、大豆を作付し、面積は36haと
大規模経営に励んでおられます。
今回は三上さんにいろいろお話を伺いました！

🆀 農業をやる上でのやりがいはなんですか？
A 最新機械（自動操舵トラクター等）を導入したり、
新しい栽培技術に挑戦することがとても楽しいです。

🆀 こだわりを教えてください。
A 安全安心で他の人に負けないくらい美味しいもの
を作ることです。食べてくれた人が美味しいと言って
くれるものを作れるようこだわっています。

🆀 今後の目標を教えてください
A 「ななつぼし」で乾田直播に挑戦することです。
また、水稲と転作を組み合わせた輪作も行ってい
きたいです。

🆀 大区画化してよかったことを教えてください。
A 全体の作業効率が上がったことです。面積が大きく
なったことにより作業がしやすくなったり、農道が広
がったので水見等もとても楽になりました。
また、将来にわたって引き継いでいくことのできる
農地になったことをとても嬉しく思います。

🆀 趣味はなんですか？
A 家族と温泉地等にドライブに行くことです。特に阿
寒の「鶴雅」が最高です！他にも雲海を見に行ったり
もします。

道営事業により大区画化されたほ場（1.1ha）

田植え（自動操舵）

乗せてもらいました！

自動操舵トラクター
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水　稲
収量・品質の安定化に向け、適切な栽培管理を行いましょう！（生育後半編）
１　出穂後は「土壌条件に合わせた水管理」で登熟させましょう！
良好な登熟には、「土壌水分の確保」と「根の活力向上」が不可欠です。
登熟期間の水分不足は、粒厚・粒重の低下や、心白・腹白の発生を助長するため、収量・品質に大きく影
響します。
ほ場の排水性の良悪に応じて、以下の水管理を実施しましょう。

図１　透排水性が良好な水田 図２　透排水性が不良な水田

●土壌水分を維持し「胴割粒対策」をしっかり行いましょう
・ほ場に１cm以上の亀裂が生じ、根がちぎれると、腹白米などの登熟障害が生じるため、必ず入水する。
・「溝きり」や「ビークルの車輪跡」があると水の入排水が容易に。ただし、排水口に繋ぐことが必要です。
・透排水性の良好な水田では、用水が止まる８月末に一度、走り水させることをオススメします。

２　注意すべき病害虫
（1）カメムシ（アカヒゲホソミドリカスミカメ）の防除 

基幹防除は、「出穂期」と「１回目防除から１週間
～10日後」の２回防除が基本です。
１回目防除の５日後にすくい取り調査をします。「要

防除水準より多く捕獲した場合」は２～３日後に、「要
防除水準未満の場合」は10日頃までに防除を実施し
ましょう。

（2）いもち病の防除
窒素肥料が過剰な水田や、風通しの悪い水田、露が乾きにくい場所などは見歩きにより早期発見に努めま

しょう。
病斑は「下葉」から発生するため、株をかき分けてのぞき込むように調査しましょう。
BLASTAM（葉いもち感染好適日予測システム）も参考にし、好適日が確認された１週間後に確認しまし

ょう。

（3）ヒメトビウンカ・縞葉枯病の防除
縞葉枯病の被害許容水準は10％です。発病が多く見られたり、すくい取りでヒメトビウンカを多数捕獲

した場合は、次年度の育苗箱施用剤の使用を検討しましょう。

営農技術情報

表　カメムシ追加防除基準（網で20回振り）

写真１　ヒメトビウンカ 写真２　ヒメトビウンカによるすす症状 写真３　縞葉枯病
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畑　作

１　秋まき小麦

〇収穫後の麦稈の適切な処理
秋まき小麦の麦稈は収穫量の１～1.5倍の有機物資源となります。ほ場への直接還元は窒素飢餓、土壌病
害拡大防止などの理由から搬出、堆肥化を優先します。
すき込む場合は窒素肥料は添加せず、次作物の作付け時に窒素、カリを増減します（表１）。

〇緑肥作物栽培の土壌改良効果
小麦栽培後の緑肥栽培は、土壌の物理性・化学性・生物性の改善に効果があります（表２）。また、緑肥
の減肥効果は品目により差があります（表１）。
麦稈の適正な処理
�　収穫後は速やかに麦稈を搬出し、搬出残さはチョッパーで細断し、Ｃ／Ｎ�比を下げて分解を促進する
ため、窒素を３～４㎏/10a添加しましょう。その後、ロータリーやディスクなどで撹拌後、なるべく表層
に鋤込むと分解が早まります。

表１　麦稈の種類・処理の減肥可能量

種類 処理法
麦稈乾物重 すき込み時

C/N比

後作物減肥可能量
(kg/10a)

(kg/10a) 窒素 カリ

秋まき小麦麦稈
全量すき込み 600～900

80～100
－3～－5 7～10

搬出残さすき込み 300～450 －2～－3 4～5

春まき小麦麦稈
全量すき込み 500～700

60～80
－2～－3 10～12

搬出残さすき込み 250～400 －1～－2 5～6
（「北海道肥料ガイド 2020」より）

表２　緑肥作物と後作物の組み合わせ

緑肥作物 適する後作物 緑肥の主な効果

えん麦野生種 大豆 根粒着生促進、ネグサレセンチュウの発生抑制、
菌根菌感染の促進

ひまわり、マメ科緑肥 とうもろこし 窒素供給、菌根菌感染の促進
（「北海道緑肥作物等栽培利用指針」より）

２　大 豆

マメシンクイガの防除
近年、マメシンクイガの子実への加害が目立っています。マメシンクイガの成虫は、開花期に発生し、早
朝から10時頃までと午後３時頃から夕方までの間に飛翔活動が盛んになります。成虫の発生と、半数の株
で莢が２～３㎝に達してたことを確認したら１回目の防除を行いましょう。１回目の防除から７～10日間
隔で２回実施します（使用薬剤は畑作技術情報（大豆No.3）で掲載）。
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ＪＡコネクト 大好評稼働中！ 

 ＪＡコネクトとは、これまでＦＡＸ等で送られてきたＪＡからの情報をスマホ・タ

ブレットで閲覧できるアプリです。 

  ☞ 自宅にいなくても即時に情報を得ることができます。 

  ☞ とりまとめ機能により会議への出欠回答等ができます。 

☞ ＦＡＸ用紙代やインク代の節約になります。 

操作はとても簡単︕スマホ・タブレットをお持ちの方は是非ご利用ください︕ 

申し込み・問い合わせ先︓企画課 ☎３６－２１１１ 

青　果
◎病害虫防除 

【ピーマンのアブラムシ】
・多発すると防除が困難になるので、マルチに落ちた白い脱皮殻や甘露（べとべとした排泄物）を手がかり
に初発を見逃さないよう努める。
・発生初期は一部の株に寄生が集中するので、発生量の少ないうちは寄生された葉を取り除き広がるのを防
ぐ。

・下葉の裏側や、重なり合った葉、生長点付近の未展開の葉等に寄生している場合が多く、薬剤がかかりづ
らいので、丁寧に行う。
＜防除の一例＞カブリダニ類の導入時にも使用可能
●ウララDF　2,000～4,000倍　収穫前日まで　２回以内
●チェス顆粒水和剤　5,000倍　収穫前日まで　３回以内（とうがらし類の登録）
※抵抗性が発達しやすいので各薬剤は年１回のみの使用が望ましい。

【トマト（大玉・中玉・ミニ）の灰色かび病】
・枯れた茎葉、摘芽の傷口、果実のがくから感染しやすいため、花弁や発病した茎葉、果実は取り除き処分
する。また、芽かきや摘葉は、晴天日の午前中に終わらせ傷口を乾かす。

・換気を心がけ、必要に応じて下葉を摘除し通気性を確保する。
・夕方の薬剤防除や葉面散布は避け、速やかに乾く晴天日の早朝に行う。
＜防除の一例＞
●ダコニール1000　 1,000倍　収穫前日まで
　トマト（果径３㎝以上）　４回以内　　ミニトマト　２回以内
　※予防剤のため発生のおさまったほ場での再発防止に使用する
●ファンタジスタ顆粒水和剤　2,000～3,000倍　収穫前日まで　３回以内
●アフェットフロアブル　2,000倍　収穫前日まで　３回以内
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第２回 水稲青空教室
－昨年の反省を踏まえて前進！－

さつまいも青空教室
－部会設立で勢いづく品目－

７月６日　東旭川地区３ヵ所において、第２回水稲青空教室が開催されました。
今回の青空教室は、会員の直播ほ場と移植ほ場をそれぞれ視察し、これから大切になる幼穂形成期の水管理
等、昨年の反省を踏まえた大切な現地講習となりました。
普及センターの古川普及
員からは、実際にほ場の稲
を取って幼穂の確認をした
り、直播栽培における重点
ポイントなどわかりやすく
説明をいただき、参加され
た生産者も有意義な青空教
室となりました。

６月28日、生産者と関係機関合わせて24名参加のもと青空教室が開催されました。
５月下旬より定植されたシルクスイートは順調に生育しており、栽培開始から３年目を迎え更なる生育向上に向
けて活発な意見交換がされました。
普及センターの星係長より栽培管理方法や使用農薬、土壌管理等について説明があり、ホクレンより販売状況や
今後の取り組みについて説明がありました。

本年度からは生産地とホ
クレン青果課や実需者、機
械メーカーが一体となった
事業活動を進め、より良質
で食味高い ＂さつまいも＂
となるよう取り進めてまいり
ます。

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

小麦収穫適期判定ほ場巡回・収穫出荷打合せ
７月12日、生産者18名参加のもと、小麦収穫適期判定ほ場巡回・収穫打合せが行われました。
普及センターの吉川主査より小麦の生育状況や刈取適期等について説明をいただきました。
ほ場巡回終了後、駅前検査場にて吉川主査より収穫作業に向けての注意点や、来年度の秋小麦作付予定ほ場の除
草剤散布についてご指導を
いただき、その後、収穫・
検査・集荷体制について打
合せを行いました。参加者
全員で収穫に向けて意思統
一をすることができ、来年
度に向けてより良い小麦を
生産できるよう取り組んで
まいります。

▲（農）日の出生産組合ほ場 ▲三上　善寛　ほ場
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品　 目

令和４年度   計画 令和４年度　６月末実績 令和３年度　６月末実績 計画対比 前年対比
作付
面積 販売数量 販売金額 ㎏単価 販売

数量 販売金額 kg
単価

販売
数量 販売金額 kg単価 数量 金額 単価 数量 金額 単価

a ㎏ 千円 円 ㎏ 円 円 ㎏ 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％
ピ ー マ ン 166 166,000 66,400 400 17,802 7,588,499 426 8,025 7,044,716 878 11 11 107 222 108 49 
ミ ニ ト マ ト 280 131,600 85,500 650 862 710,742 825 1,618 1,259,546 778 1 1 127 53 56 106 
ト マ ト 140 140,000 46,200 330 16,063 6,746,220 420 18,907 7,001,100 370 11 15 127 85 96 114 
チ ン ゲ ン サ イ 180 64,800 26,000 400 31,070 13,025,669 419 24,596 10,878,482 442 48 50 105 126 120 95 
軟 白 長 ね ぎ 10 4,500 2,000 450
ほ う れ ん 草 100 12,000 8,000 680 3,232 2,163,263 669 4,545 3,167,733 697 27 27 98 71 68 96 
し し と う 33 14,850 16,300 1,100 1,430 2,678,990 1,873 1,165 1,998,090 1,715 10 16 170 123 134 109 
白 か ぶ 35 8,750 2,200 250 3,941 1,356,004 344 4,762 1,550,246 326 45 62 138 83 87 106 
千 本 ね ぎ 60 1,980 2,200 1,100 2,004 2,696,035 1,345 2,082 2,490,587 1,196 101 123 122 96 108 112 
花  き 500 50,000 5,030,114 2,942,946 10 171 
そ の 他 43,200 13,160 5,784,471 7,521 4,003,887 13 175 144 

（サントリーミニトマト） 79 31,600 18,300 580
（ 小   松   菜 ） 200 28,000 9,800 350 13,016 5,176,959 398 7,151 3,034,303 424 46 53 114 182 171 94 
（激辛なんばん） 6 3,000 3,600 1,200 86 107,815 1,254 79 102,402 1,296 3 3 105 109 105 97 
（ブロッコリー） 58 5,800 1,300 230
（ さ つ ま い も ） 250 45,000 7,200 160
（ そ   の   他 ） 3,000 58 499,697 291 867,182 17 20 58 

兵 村 の 里 52,000 19,834,230 11,294,455 38 176 
計 1,504 657,880 400,000 89,564 67,614,237 73,221 53,631,788 14 17 122 126 

令和４年度 野菜・花き品目別販売実績（６月末）

農業用ビニール・ポリ リサイクル回収
７月14日、農業用ビニール・ポリ・肥料袋の回収が行われ、97件 19ｔが回収されました。
次回は11月の回収を予定しております。内容については下記の通り、種類別に３回に分けて

それぞれ回収する予定となっております。回収日・回収場所等の詳細については別途ご案内致
します。
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神社YELLに出店しました！

７月17、18日の２日間、旭川神社の敷地内にて神社YELLのイベントが開催され、青年部が出店しました。
今年で５回目となるこのイベントは新型コロナウイルス感染症により３年ぶりの開催となりました。
今回、青年部14人が参加し、ピーマン・ししとうの詰め放題ややきとり・かき氷等を販売しました。当日
はあいにくの天気でしたが、たくさんの方が買いに来てくださり準備した商品のほとんどが完売する大盛況！
東旭川の農業の魅力を発信できる機会となりました。

青年部

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

女性部 夏期研修を行いました

７月13日、部員13名参加のもと空知方面へ夏期研修が実施
されました。
これまで新型コロナウイルスの影響で女性部活動が制限され
ておりましたが、感染症対策と熱中症対策を万全に期し、３年
ぶりの開催となりました。
今回の研修ではまず、栗山町の「小林酒造」で資料館を見学
した後、由仁町の「ゆにガーデン」を訪れました。ゆにガーデ
ンは広大な敷地に四季折々の花々が咲いており、特にコキアの
丘は女性部で行っている花壇作りの参考になりました。見応え
のある庭やファーマーズマーケットを散策し、お昼は由仁近郊
野菜やハーブを使ったランチビュッフェを堪能しました。最後
に、夕張市の「石炭博物館」を訪れ、炭鉱の歴史について学び
ました。
移動中のバスの中では話に花が咲き、終始笑顔があふれ、部
員同士の親睦の深まった大変有意義な研修となりました。

▲小林酒造

▲ゆにガーデン

8

AGRI NEWS



６月15日　東川町親水河川公園パークゴルフ場
にて、総勢27名参加のもと、ＪＡ東旭川年金友の
会第35回パークゴルフ大会が開催されました。
新型コロナウイルスの影響により３年ぶりの開
催となりましたが、当日は天候にも恵まれ、白熱
したプレーの連続で素晴らしい大会となりました。
大会の成績は右記の通りです。

年金友の会
第35回

パークゴルフ大会

男性の部
順位 氏　名 スコア
優勝 杉山　良一さん 99

準優勝 由井　武雄さん 101

３位 三上　丈博さん 105

女性の部
順位 氏　名 スコア
優勝 端場　清子さん 108

準優勝 保田エミ子さん 109

３位 白崎　直子さん 113

申込・お問い合わせ先：管理課　☎３６－２１１１
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　日頃より貯金窓口をご利用いただき、ありがとうございます。

　令和４年８月１日より、窓口ご利用時の大量硬貨入金・払戻に係る手数料を新設しますの

で、下記の通りお知らせいたします。

大量硬貨入金手数料

入金枚数 ご利用手数料（税込）

1～300枚 無料

301～1,000枚 330円

1,001枚～2,000枚 550円

2,001枚～  以降1,000枚ごと ＋220円

金種指定払戻手数料

払戻枚数 ご利用手数料（税込）

1～300枚 無料

301～1,000枚  330円

1,001枚～2,000枚  550円

2,001枚～  以降1,000枚ごと ＋220円

お問い合わせ先　金融共済課（貯金）☎３６－２１１１

８月１日より、大量の硬貨入金や金種を指定した
払戻に手数料がかかるようになります。

金融共済課より大切なお知らせ
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営業時間のお知らせ
中間決算棚卸・お盆に伴い、

下記の通り営業時間を変更させて頂きます。

中間決算棚卸 お　　  盆

７月30日（土） ８月15日（月） ８月16日（火）

企 画 課 ・ 管 理 課 8：30 ～ 12：00 休　　業

金融共済課
金融・貯金・共済業務 休　　業 9：00 ～ 16：00

キャッシュコーナー 9：00 ～ 12：00 9：00 ～ 17：00

営 農 販 売 課 8：30 ～ 12：00
休　　業

生 産 資 材 課 休　　業

燃　料　課

セ ル フ サ ー ビ ス 7：30 ～ 20：00

フ ル サ ー ビ ス 7：30 ～ 19：00

ピ ッ ト 作 業 8：30 ～ 18：00

豊 田 支 所

ク ミ カ ン ・ 貯 金 ・
共 済 業 務

休　　業
9：00 ～ 16：00

購 買 ・ 給 油 業 務 休　　業

◎葬儀対応（24時間対応）
　 葬儀会社に連絡する前に、まずＪＡにご一報ください。

　　　本所地区（本所事務所）☎36-1144
　　　豊田･米原･瑞穂地区（豊田支所）☎76-2815

◎共済事故受付（24時間対応）
　 営業時間中は☎36-2111へおかけください。

　　　☎0120-258-931
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令和４年度 新入職員紹介

氏　　名　佐
さ

　藤
とう

　　　心
こころ

配属部署　金融共済課（金融・貯金）
出 身 地　旭川市
出 身 校　旭川農業高等学校
一　　言
　まだ不慣れな点もありますが、早く仕事を覚え皆様のお力に
なれるよう精一杯努力してまいりますので、よろしくお願い致
します。

氏　　名　佐
さ

　藤
とう

　歩
あゆ

　佳
か

　
配属部署　管理課
出 身 地　旭川市
出 身 校　旭川北高等学校
一　　言
　まだ不慣れな所も多いですが、一日でも早くＪＡ職員の一
員として皆様のお役に立てるよう励んでまいります。よろし
くお願い致します。

氏　　名　菊
きく

　地
ち

　　　憂
ゆう

配属部署　燃料課
出 身 地　士別市
出 身 校　士別翔雲高等学校
一　　言
　まだわからないことも多く、勉強の毎日で大変ですが、明
るく笑顔で対応し、皆様に気持ち良く給油していただけるよ
う頑張ってまいりますのでよろしくお願い致します。

氏　　名　種
たね

　房
ふさ

　真
しん

　也
や

配属部署　生産資材課
出 身 地　旭川市
一　　言
　まだまだ分からないことも多いですが、少しでも早く仕事
を覚えて組合員の皆様に信頼されるように一生懸命頑張りま
すので、よろしくお願い致します。

【中途採用】
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第７回理事会
開催日　令和４年６月24日
決議事項
１．	 貸付金の査定について
２．	 組合と理事の契約について
３．	 令和４年度ディスクロージャー誌（ＪＡの
ごあんない）について

４．	 職員定期昇給について
５．	 北海道信連への出資増口について
６．	 信用事業に於ける各種手数料の一部改定に
ついて

７．	 ＪＡグループ北海道不祥事ゼロ運動の取組
について

８．	 規程類管理規程の一部変更について
９．	 事務リスク管理規程の一部変更について

10.	 時価算定要領の一部変更について
11．出資金の減口・譲渡について
12.	 令和４年産出荷米並びにふるさと屯田米の
出荷契約金の支払い及びＪＡ資金での運用
について

協議報告事項
１．	 監事の監査報告について
２．	 組合員の加入・脱退の状況について
３．	 内部監査実施報告について
４．	 ＪＡ財務モニタリングの報告について
５．	 体制整備モニタリングの報告について
６．	 固定資産の取得について
７．	 規程類取扱要領の一部変更について
８．	 時価算定マニュアルの制定について
９．	 ＪＡバンク苦情等対応要領の一部変更につ
いて

10.	 令和４年度水稲作付並びに生産調整実施面
積の現地確認について

11.	 令和４肥料年度肥料価格の動向について
12.	 人事異動について
13.	 各課・支所の事業推進報告について

人 事 異 動

退　職
お世話になりました。

令和４年６月30日
生産資材係主任

八　幡　　　丈
営農販売課勤務

水　谷　優　輝

７　月
	14日～15日	 生産調整面積現地確認
	 22日	 理事会
	25日～27日	 組合員宅巡回訪問
	26日～29日	 みのり監査法人監査
	 30日	 中間決算棚卸

８　月
	25日～27日	 組合員宅巡回訪問

行事経過と予定

採　用
よろしくお願いします。

令和４年６月13日
生産資材課勤務

種
たね

　房
ふさ

　真
しん

　也
や

令和４年６月20日

柏　木　瑞　貴	 解　金融共済課共済係主任	 命　生産資材課生産資材係長

令和４年７月１日

佐　藤　歩　佳	 解　金融共済課勤務	 命　管理課勤務

桶　谷　直　人	 解　営農販売課勤務（準職員）	 命　営農販売課勤務（正職員）

異　動
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　令和４年も半年が過ぎましたが、未だに終息しない新
型コロナウイルス感染症や戦争による物価高騰が様々な
方面に影響を与えております。燃料価格も毎日のように
上下しておりますが、これからも組合員の皆様へ少しで
も安く燃料を供給できるよう努めてまいりますので、引
き続きご利用をお願い致します。
　物価が高騰すると窃盗事件が多くなるといわれており
ます。家の戸締り、車や機械はしっかり施錠し、灯油・
軽油のホームタンクにも鍵を取り付ける等防犯対策をお
願い致します。スタンドではホームタンクの鍵取り付けを
行っておりますので、是非お問い合わせください。
　これから本格的に暑くなってきますので、農作業を行
う際は水分補給をし、体調管理には十分お気を付けくだ
さい。� （椿）

編　集　後　記

ＪＡだより「　　－ひかり－」ではみんなの広場に
掲載する取材先を募集中です。
　東旭川地域のちょっとした「アレコレ」気がついた
ことがあればお気軽にご連絡ください。ＪＡだより編
集委員が取材にまいります。もちろんご自分で取られ
た写真なども同時に受付しております。
　情報提供をされた方には兵村味噌をプレゼント！

郵　送：旭川市東旭川南 1条 5丁目 8-22
　　　���東旭川農業協同組合
　　　��ＪＡだより編集委員　宛
電　話：36-2111（企画課）
メール：kikaku@ja-higashiasahikawa.net

連絡先
・

お問い合せ先

みんなの広場
取材先募集中 !!!!

今月のフォトギャラリー

笹の花
サツマイモの花

日本では

ほとんど

見られない！

60～120年に１度しか
咲かない！

（ペーパン　中村さん）

共選はじまる

職員による消防訓練

トマト共選

ピーマン共選
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